
『
須
恵
町
誌
』（
昭
和
58
年〔
１
９
８
３

年
〕発
行
）は
町
制
施
行
30
周
年
を

記
念
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
前
々
回
、
前
回
と
ふ
れ

た
交
通
関
係
の
写
真
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。
詳
し
く
知
り
た

い
方
は『
須
恵
町
誌
』を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
役
場
で
購
入
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
写
真
１
は
須
恵
駅
か
ら
踏
切
を
越

え
て
須
恵
の
交
差
点（
須
恵
橋
北
側
）

を
過
ぎ
た
あ
た
り
の
風
景
で
す（
写

真
右
側
に
川
が
あ
り
ま
す
が
写
っ
て

い
ま
せ
ん
）。
ち
ょ
う
ど
新
築
祝
い

か
何
か
、
お
祝
い
を
す
る
た
め
に
集

ま
っ
た
時
の
記
念
写
真
で
す
。
手
前

の
少
年
は
着
物
に
帯
、
そ
の
先
に
は

荷
車
が
何
台
か
、
二
階
や
屋
根
の
上

に
も
人
が
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
写
っ

た
電
信
柱
が
あ
り
、
手
前
か
ら
右
上

に
伸
び
る
道
が
県
道
で
、
並
行
し
て

ト
ロ
ッ
コ
の
軌
道
が
見
え
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
県
道
を
写
そ
う
と
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
時
代
の

風
景
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
県
道
は
一
番
田
の
交
差
点
を

過
ぎ
て
須
恵
郵
便
局
の
前
を
通
り
、

上
須
恵
の
集
落
の
中
を
抜
け
て
い
き

ま
す
。
本
来
は
も
っ
と
狭
い
道
だ
っ

た
の
が
、
写
真
で
は
少
し
拡
張
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
上
須
恵
の
郵
便
局
前
の
、
道
路
を

は
さ
ん
だ
向
か
い
側
、
小
高
い
丘
の

上
に
須
恵
村
役
場
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
役
場
の
前
に
前
回
紹
介
し
た
道

路
元
標
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
位
置

が
大
正
９
年（
１
９
２
０
年
）４
月
１

日
福
岡
県
告
示
に「
大
字
上
須

恵
字
東と

う

干ぼ
し

田だ

４
６
４
番
地
先 

郡
道
上
」と
書
か
れ
て
い
る
の

は
、役
場
へ
の
坂
道
の
登
り
口

に
当
た
る
位
置
で
、
郡
道
の

上
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
の

後
、こ
の
道
が
県
道（
佐
谷・上

亀
山
停
車
場
線
）に
な
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
村
役
場
は

昭
和
11
年
に
現
在
の
ア
ザ
レ

ア
ホ
ー
ル
の
位
置
に
移
転
し

て
、道
路
元
標
も
そ
こ
に
移
さ

れ
ま
し
た
。

　
写
真
２
は
大
正
４
年（
１
９
１
５

年
）の
御
大
礼（
大
正
天
皇
の
即
位
の

礼
。
御
大
典
と
も
言
う
）の
祝
典
の

190

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

大
正
13
年
刊
行
の『
糟
屋
郡
志
』を
読
む（
８
）

�

―『
須
恵
町
誌
』か
ら
交
通
に
関
係
し
た
写
真
の
い
ろ
い
ろ

写真1 昔の県道（須恵橋から一番田へ抜ける道）　
 石炭運搬用のトロッコ軌道が見える

写真2　旧役場（東干田）前での記念撮影（大正4年）
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時
の
記
念
写
真
で
す
。
役
場
前
の
玄

関
先
に
当
時
の
有
力
者
た
ち
が
盛
装

し
て
集
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
３
は
昔
の
乗
車
券
で
す
。
こ

う
い
う
日
々
使
い
捨
て
ら
れ
る
も
の

が
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
く
貴
重
な

も
の
で
す
。
所
有
者
の
田
原
武
雄
氏

は
昭
和
36
年（
１
９
６
１
年
）か
ら
同

40
年（
１
９
６
５
年
）ま
で
須
恵
町
の

助
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
か
ら
１
枚
目「
千
代
町・
上
須
恵

間
乗
合
自
動
車
」。
要
す
る
に
バ
ス

で
、
福
岡
市
博
多
区
千
代
か
ら
二
又

瀬
、
志
免
町
の
亀
山
、
南
里
を
経
て

酒
殿
、旅
石
、下
須
恵
、上
須
恵
と
停

車
し
ま
す
。

　
２
枚
目
は
福
岡
市
内
の
路
面
電
車

の
切
符
で
、「
回
数
乗
車
券
壱い

っ
く区
分
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
電
停
は
左
回

り
で
言
う
と
、
天て

ん
じ
ん
の
ち
ょ
う

神
町
―
新
柳
町
―

博
多
駅
前
―
千
代
町
―
石せ

き
じ
ょ
う
ま
ち

城
町
―
天

神
町
と
、
一
周
し
ま
す
。
途
中
、
千

代
町
か
ら
吉
塚
駅
前
に
分
岐
し
て
い

ま
す
。

　
３
枚
目
は「
回
数
乗
車
券
壱
区
分
」。

西
新
町
か
ら
呉
服
町
ま
で
直
線
で
進

み
、そ
の
先
が
医
学
部
前（
九
州
帝
国

大
学
医
学
部
）、
箱
崎
、
帝
大
前（
九

州
帝
大
工
学
部
の
手
前
）が
終
点
で

す
。
先
の
循
環
線
に
対
し
貫
線
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
呉
服
町
と
医
学

部
前
の
間
で
博
多
駅
方
向
に
分
岐
し

て
い
ま
す
。
切
符
で
は
停
車
場
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
博
多
駅
の
こ
と

で
今
の
博
多
区
祇
園
交
差
点
付
近
に

あ
っ
た
旧
駅
で
す
。

　
４
枚
目
は「
ア
タ
ゴ
ノ
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
」。
大
人
10
銭
。
福
岡
市
西
区
、

愛
宕
神
社
の
あ
る
愛
宕
山

に
あ
り
ま
し
た
。
現
地
に

は「
愛
宕
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

跡
地
」の
説
明
板
が
建
っ
て

い
ま
す
。

　
５
枚
目
は
市
内
電
車
の

回
数
券
。
帝
大
前
か
ら
姪

ノ
浜
ま
で
の
貫
線
、天
神
町
、

（
渡
辺
通
）一
丁
目
、
博
多

駅
前
、千
代
町
、石
城
町
の

循
環
線
の
ほ
か
に
、
新
た

に
西
新
町
、鳥
飼
、六
本
松
、

平
尾
、（
渡
辺
通
）一
丁
目
を

結
ぶ
路
線（
城
南
線
）も
出
来
て
い
ま

す
。
一
丁
目
で
天
神
町
と
博
多
駅
前

に
分
か
れ
ま
す
。

　
写
真
４
は
現
在
の
香
椎
線
に
あ
っ

た
本
合
停
留
所
で「
も
っ
た
い
」と
い

う
立
て
札
が
建
っ
て
い
ま
す
。
香
椎

線
は
当
時
は
博
多
湾
鉄
道
と
言
い
、

西
戸
崎
と
宇
美
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

町
内
に
は
新
原
駅・
須
恵
駅・
旅
石
駅

が
あ
り
ま
し
た
。
旅
石
駅
は
酒
殿
駅

か
ら
分
岐
し
て
い
た
石
炭
運
搬
の
た

め
の
路
線
で
す
。
本
合
停
留
所
は
須

恵
駅
と
酒
殿
駅
の
間
、
乙
植
木
の
町

道
竣
工
碑
の
近
く
に
あ
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

写真4　本合停留所

写真3　昔の乗車券のいろいろ（田原武雄氏蔵）
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